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問合せ：市民自治推進課（TEL.23-7697）

自治チャンネル
新城市自治基本条例10周年

11
チャンネル

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
い
ろ

は
か
る
た
を
巡
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
集

め
、
実
際
の
歴
史
に
触
れ
楽
し
み
な

が
ら
歴
史
を
学
ぶ
き
っ
か
け
づ
く
り

と
な
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ア
プ
リ
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
検
証
は
シ
ス
テ
ム
確
認
で
、

設
楽
原
を
ま
も
る
会
、
長
篠
・
設
楽

原
鉄
砲
隊
な
ど
の
協
力
を
得
て
行
い

ま
し
た
。
今
回
の
検
証
結
果
と
課
題

を
踏
ま
え
、
来
年
度
は
規
模
を
拡
大

し
た
実
証
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
号
で
紹
介
し
た
教
育
テ
ー
マ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
令
和
５

年
12
月
21
日
か
ら
１
月
28
日
ま
で

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
活
用
し
た
称
号

認
定
制
度
に
よ
る
学
習
深
度
向
上
の

検
証
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
、
戦
国
史
の
転
換
点
と

な
っ
た
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
の
歴

史
を
次
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に
詠
ん
だ

「
設
楽
原
古
戦
場
い
ろ
は
か
る
た
」
48

句
の
看
板
が
、
戦
い
の
ゆ
か
り
の
地

を
中
心
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

問合せ：総合政策課（TEL.23‐76９６）

奥三河ミライバレープロジェクト
vol
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齋
藤
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
地
域
自
治
区
制
度
の
導
入
と
作

手
地
区
の
小
学
校
編
成
の
時
期
が

一
緒
だ
っ
た
ん
で
す
。
小
学
校
の

再
編
成
は
、
作
手
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
を
作
手
地
区
全
体
で
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
校
を
一
つ
に
統
合
し
、
地

域
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
共
育
施

設
と
し
て
併
設
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
こ
の
施
設
を
学
校
と
住
民
が

ど
う
活
用
す
る
か
が
作
手
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
上
で
大
き
な
課

題
と
な
り
ま
し
た
。

　
集
い
、
学
び
、
楽
し
め
る
「
み

ん
な
の
お
う
ち
」
と
な
る
施
設
を

夢
描
き
、
仲
間
達
と
地
域
活
動
交

付
金
制
度
を
活
用
し
、
様
々
な
催

し
を
行
い
ま
し
た
。
住
民
が
気
付

い
た
こ
と
を
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
、

小
規
模
で
手
を
つ
け
ら
れ
る
、
地

域
活
動
交
付
金
制
度
は
住
民
の
や

る
気
を
後
押
し
す
る
あ
り
が
た
い

制
度
で
す
。

　
私
の
理
想
と
す
る
ま
ち
づ
く
り

は
、
地
域
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
常

に
活
動
す
る
人
が
多
く
い
る
地

域
で
す
。
住
民
の
誰
も
が
得
意
分

野
で
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
て
、

「
新
城
市
の
人
は
元
気
だ
ね
！
」

と
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
る
、
そ

ん
な
地
域
で
あ
り
た
い
で
す
。

▲ ミニ門松づくりの様子

▲ 齋
さいとう

藤純
じゅんこ

子さん
（作手地区）

　地域
活
動
交
付
金
制
度
を
活
用

し
、「
つ
く
ら
ん
と
！
つ
く
で
！
」

な
ど
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む

齋
藤
純
子
さ
ん
か
ら
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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ア
ド
リ
ア
ナ
さ
ん
に

聞
い
て
み
ま
し
た

　　
市
役
所
の
総
合
案
内
で
、
外
国

人
相
談
窓
口
の
相
談
員
を
し
て

い
る
マ
ス
コ
・
ア
ド
リ
ア
ナ
さ
ん

に
、
新
城
市
で
の
生
活
な
ど
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
新
城
市
で
生
活
し
て
ど
れ

ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
か
？

　
平
成
10
年
12
月
に
来
た
の
で
、

満
25
年
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
初
め
て
来
た
と
き
に
は
ど

ん
な
こ
と
に
困
り
ま
し
た
か
？

　
25
年
前
は
、
新
城
市
に
は
外

国
人
を
支
援
す
る
取
り
組
み
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
私
に
と
っ
て
一
番
大
変
だ
っ

た
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
で
し
た
。
特
に
、
子

ど
も
た
ち
が
通
う
学
校
や
病
院

で
の
や
り
取
り
は
難
し
か
っ
た

で
す
。

デイビッドだより

問合せ:市民自治推進課（TEL.23‐7697）

ニューキャッスル・アライアンス
vol

40

デイビッド・フォークナーさん

今回はモンテネグロのヘルツェグ・
ノヴィについて紹介します。

問合せ：市民自治推進課（TEL.23-7697）

多文化共生のトビラ
vol

11

Ｑ
　
行
政
区
に
つ
い
て
ど
う
思

い
ま
す
か
？

　
最
初
は
文
化
が
違
う
の
で
大

変
で
し
た
が
、
子
ど
も
が
小
さ
い

頃
は
地
域
行
事
に
い
つ
も
参
加

し
、
少
し
ず
つ
新
し
い
友
達
を

作
っ
た
り
、
日
本
人
を
招
い
て
ブ

ラ
ジ
ル
の
文
化
を
伝
え
た
り
し

ま
し
た
。

　
今
は
別
の
地
区
に
引
っ
越
し

ま
し
た
が
、
い
つ
も
近
所
の
人
た

ち
か
ら
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員

で
あ
る
こ
と
は
喜
び
で
あ
り
、
日

本
人
は
友
好
的
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。

Ｑ
　
今
後
も
新
城
市
に
住
み
続

け
た
い
で
す
か
？

　
は
い
！
新
城
市
は
と
て
も
住

み
や
す
く
、
自
然
を
満
喫
で
き
る

ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
日
本
人
は
親
し
み

や
す
い
で
す
。

　
ア
ド
リ
ア
ナ
さ
ん
は
現
在
、
長

年
新
城
市
に
住
ん
で
い
る
経
験

と
、
そ
の
中
で
培
っ
て
き
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
フ
ル
に
活
か
し

て
、
市
内
に
在
住
す
る
外
国
人
へ

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ド
リ
ア
ナ
さ
ん
の
よ
う
に

活
躍
す
る
外
国
人
が
た
く
さ
ん

増
え
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
！

令和5年12月1日現在の外国人住民人口 1,240 人

▲ミモザ
　（黄色の房状の花　
　　を咲かせる）▲ミモザ祭り（2019年）

▲ヘルツェグ・ノヴィの古い街並み

　ヘルツェグ・ノヴィは2018年にニューキャッ
スル・アライアンスに加盟した都市です。美しい
海、ビーチがあり、鉱泉地もたくさんあるのでリ
ゾート地として有名です。また、市内には古代の
城壁が残っていて、モンテネグロの文化を伝える
映画祭・音楽祭等の会場として使われるため、世
界中から人々が訪れます。
　毎年2月3日に春の到来を祝い「ミモザ祭り」を
開催し、市内でパレードやコンサート、展示会が
行われています。ヘルツェグ・ノヴィは令和元年
に、ミモザ祭りの開催日である2月3日を「ニュー
キャッスルの日」に制定しました。
　皆さんもぜひ訪れてみて下さい！

▲ マスコ・アドリアナさん
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写
真
Ａ

　
昨
年
９
月
か
ら
鉄
骨
建
方
が

始
ま
り
、
部
分
的
に
屋
根
や
外

壁
の
工
事
が
完
了
し
、
建
物
の

形
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
内
部
で
は
、
設
備
の

配
線
・
配
管
工
事
も
進
ん
で
い

ま
す
。

しんしろ学校給食通信

問合せ:学校給食課（TEL.22‐９９０６）

vol

11

312019731ID

　
作
手
地
区
の
文
殊
山
城
址
に

は
立
派
な
ブ
ナ
が
生
え
て
い

ま
す
。
幹
囲
４
．９
メ
ー
ト
ル
、

樹
高
23
．０
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、

県
下
随
一
の
巨
木
で
す
。
こ
の

ブ
ナ
は
地
上
１
メ
ー
ト
ル
の
と

こ
ろ
で
数
本
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
伐
採
が
複
数
回
お

こ
な
わ
れ
、
萌
芽
更
新
を
繰
り

返
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ブ
ナ
林
は
温
帯
に
見
ら
れ
る

落
葉
広
葉
樹
林
の
典
型
的
な
も

の
で
す
。
本
州
中
南
部
で
は
、

標
高
の
高
い
寒
い
地
域
で
ブ
ナ

林
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
の
拡
大
造
林
に

よ
っ
て
そ
の
多
く
は
失
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ブ
ナ
は
水
分

を
多
く
含
み
腐
り
や
す
く
、
当

時
の
木
材
加
工
技
術
で
は
利
用

が
難
し
か
っ
た
た
め
で
す
。
木

材
と
し
て
使
え
な
い
こ
と
か
ら

木
ヘ
ン
に
無
と
書
い
て
橅
と

文
殊
山
城
址
の
ブ
ナ
（
椈ぶ

な

、
橅ぶ
な

）

今
月
は
共
同
調
理
場
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
く
ら

い
で
す
。
し
か
し
ブ
ナ
林
に
は

自
然
界
で
大
切
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。
ブ
ナ
の
葉
は
固
く
、
落

ち
葉
が
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、

地
上
に
厚
く
堆
積
し
ま
す
。
す

る
と
そ
の
落
ち
葉
が
ス
ポ
ン
ジ

の
よ
う
に
雨
水
を
保
水
す
る
た

め
、
ブ
ナ
林
は
水
源
か
ん
養
林

と
し
て
の
機
能
が
高
い
の
で
す
。

ま
た
、
秋
頃
に
は
ど
ん
ぐ
り
を

実
ら
せ
ま
す
。
三
角
錐
形
を
し

て
お
り
ソ
バ
の
実
に
似
て
い
る

た
め
「
そ
ば
ぐ
り
」
な
ど
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
ぐ
り
は

栄
養
価
が
高
く
、
リ
ス
や
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
な
ど
森
の
生
き
も
の

達
の
大
好
物
で
す
。
令
和
５
年

は
全
国
で
ブ
ナ
の
実
が
凶
作
で

あ
っ
た
た
め
、
森
の
生
き
も
の

達
に
と
っ
て
受
難
の
年
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問合せ：鳳来寺山自然科学博物館（TEL.35-1001）

わがまちの文化財・施設紹介
vol

213
再発見！

▲ブナのどんぐり

▲ブナの木

令和6年1月▶

令和6年1月▶

A

B

▼令和5年8月

▼完成予想図（イメージ）

写
真
Ｂ

　
煮
炊
き
調
理
室
と
な
る
場
所

の
様
子
で
す
。
今
後
は
、屋
根・

外
壁
工
事
と
進
み
、
内
装
工
事

完
了
後
に
回
転
釜
が
設
置
さ
れ

ま
す
。
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第4話

■
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

　
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
は
、

生
活
困
窮
者
が
自
立
し
て
社
会
参
加
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。
本
市
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
新
城

市
社
会
福
祉
協
議
会（
新
城
市
く
ら
し・

し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
や
社
会

福
祉
法
人
新
城
福
祉
会
に
委
託
し
、
次

の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

①
生
活
相
談
・
支
援

　
生
活
困
窮
者
が
抱
え
る
悩
み
や
問
題

に
対
し
て
、
専
門
の
相
談
員
が
ど
の
よ

う
な
支
援
が
必
要
か
を
一
緒
に
考
え
な

が
ら
、
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
具

体
的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
、

適
切
な
支
援
策
を
提
案
し
ま
す
。

②
家
計
改
善
支
援

　
家
計
に
お
け
る
根
本
的
な
課
題
を
把

握
し
、
相
談
者
が
自
ら
の
家
計
を
管
理

で
き
る
よ
う
に
状
況
に
応
じ
た
支
援
計

画
の
作
成
や
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
な

ど
を
行
い
、
早
期
の
生
活
再
建
を
支
援

し
ま
す
。

③
住
居
支
援

　
生
活
困
窮
者
が
適
切
な
住
居
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
離
職
な

ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方
、
失
う
お

そ
れ
の
あ
る
方
に
就
職
活
動
を
す
る
こ

と
を
条
件
に
、
一
定
期
間
、
家
賃
相
当

額
を
支
給
し
ま
す
。

④
就
労
支
援

　
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
い
た
り
、
人

間
関
係
づ
く
り
や
就
職
活
動
、
就
労
に

不
安
の
あ
る
方
に
原
則
１
年
の
期
間
、

就
労
に
向
け
た
準
備
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
す
ぐ
に
一
般
の
就
労
が
難
し
い

方
に
は
、
支
援
付
き
の
就
労
・
作
業
の

場
の
利
用
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

⑤
学
習
支
援

　
生
活
保
護
受
給
世
帯
を
含
む
生
活
困

窮
世
帯
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
安
心
し

て
過
ご
し
て
学
習
で
き
る
居
場
所
を
提

供
し
、
学
習
習
慣
の
定
着
や
学
習
意
欲

の
向
上
を
図
る
な
ど
、
学
習
に
必
要
な

支
援
を
し
ま
す
。
ま
た
、
進
学
に
関
す

る
支
援
、
高
校
中
退
の
防
止
支
援
な
ど

を
し
ま
す
。

■
相
談
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

主
任
相
談
支
援
員
　
鶴
井
嘉
文
さ
ん

◆
こ
の
仕
事
の
魅
力
は
な
ん
で
す
か
？

　
新
城
市
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
通
称
く
ら
サ
ポ
）
で
は
、

日
々
の
生
活
に
お
い
て
、
仕
事
の
事
、

お
金
の
事
な
ど
様
々
な
問
題
に
直
面
し
、

悩
ん
で
い
る
方
々
の
相
談
に
乗
っ
て
い

ま
す
。

　
相
談
員
と
し
て
、
ま
ず
は
本
人
が
抱

え
る
問
題
を
聴
き
、
寄
り
添
い
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

　
本
人
自
身
が
問
題
に
向
き
合
い
、
相

談
員
と
共
に
問
題
の
解
決
、
自
立
し
た

生
活
に
一
歩
ず
つ
近
づ
い
て
い
く
姿
を

見
て
い
る
と
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。

◆
逆
に
こ
の
仕
事
の
大
変
な
こ
と
は
何

で
す
か
？

　
本
人
が
抱
え
る
問
題
は
一
人
一
人
違

う
所
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
支

援
の
方
法
も
当
然
で
す
が
、
一
人
一
人

違
い
ま
す
。
ま
た
、
本
人
自
身
が
問
題

に
対
す
る
捉
え
方
や
向
き
合
い
方
も
違

い
ま
す
し
、
問
題
に
よ
っ
て
は
、
す
ぐ

に
解
決
で
き
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
解
決

に
時
間
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
中
で
も
相
談
員
と
し
て

問
合
せ
　
福
祉
課
︵
TEE23
︲
７
６
２
４
︶

　
新
城
市
に
は
「
新
城
市
福
祉
従

事
者
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
が
あ
り
ま
す
。
福
祉

に
関
わ
る
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
り
、

私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
や
り
が
い
と
魅
力
あ

る
「
福
祉
の
お
仕
事
」
を
隔
月
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

は
、
本
人
が
問
題
解
決
に
向
け
て
歩
む

ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
な
が
ら
支
援
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
く
事
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

◆
現
在
、
生
活
に
困
窮
し
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
上
段
に
も
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
一
人
一
人
が
抱
え
る
悩
み
・
問

題
は
違
い
ま
す
。

　
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
、
何
が
問
題
な
の
か
わ
か
ら
な
い
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
話
を
聞

か
せ
て
下
さ
い
。
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

福
祉
の
お
仕
事

相
談
員
（
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
）
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3月の休館日
開館時間

１８日(月)、３１日(日)
9:00～20:00

新城図書館だより

問合せ：新城図書館（TEL.23‐2333  FAX.24‐3415）※ 背ラベル は、本を分類して書棚に並べるために決めた、本の住所ラベルのことです。

今月のチュウモク本！

～４月１日から、利用者カード忘れのルールが変わります～ 生涯学習イベント情報

一般書 「墓じまいラプソディ」 一般書

児童書 児童書

絵  本 絵  本

背ラベル  38オ23
アンナ・ゴールドフィールド／文

背ラベル   91マ23
如月 かずさ／作

背ラベル  お23

「わたしのすみか」

背ラベル  913.6カ23
垣谷 美雨／著

みやにし たつや

背ラベル  わ23

マナビノトビラ

市ホームページ

宮西 達也／作・絵 イザベル・シムレール／文・絵

夫の墓に入りたくないという義
母の遺言から始まる墓騒動
劇。コミカルな展開を楽しみな
がらも考えさせられます。

かきや みう

しゃがんで子どもと話す人な
ど、ふだんなかなか日の目を見
ない身近な“いい人”百人を紹
介した、ほのぼの本です。

背ラベル  049ミ23
明円 卓ほか／著
みょうえん すぐる

きさらぎ

こたろうが、タブレットの中のふ
しぎなアプリにタッチすると、
ヘビのような生きものが話しか
けてきて…。ワクワクのお話。

たおれたティラノサウルスを助
けたアンキロサウルスは、実は、
なんと！「おまえうまそうだな」
の２０年後の二人のお話です。

何にもしないコンテストに、
チーズ転がし祭り…。世界中
の変わった競技会やへんてこ
コンテストを見てみよう！

２７種類の生きものたちが、じま
んの巣づくりやステキな住まい
を公開。「あおのじかん」の著
者が描いた美しい絵本です。

「おったまげコンテスト３６」「まほうのアブラカタブレット」

「おまえうまそうだな さよならウマソウ」

新城図書館
ホームページ

　本を借りるには利用者カードが必要ですが、
忘れた場合は下記の取扱いとなります。
 ・１回だけ、仮カードでの貸出が可能です。
 ・２回目からは再発行（有料）となります。
　本を借りられるときは、利用者カードを
忘れないようにお持ちください。
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作り方
① ブロッコリーの茎を上部はそのまま、根

元に近い硬い部分は皮をむき、縦４等分
に切る。

② 豚薄切り肉２枚を広げて塩こしょうをし、
ブロッコリーの茎に巻き付ける。巻き終
わりを下にする。

③ ボウルにしょうゆ、砂糖、みりんを入れ、
混ぜ合わせる。

④ フライパンにサラダ油を熱し、②の肉巻
きを入れてこんがり焼き色がつくまで中
火で焼く。

⑤ 肉に焼き色がついたら、酒を加えてフラ
イパンにふたをし、弱火で２～３分焼く。

⑥ ③を加え、中火に戻して汁気がなくなる
まで焼く。

⑦ 焼き上がったら食べやすい大きさに切り、
茹でたブロッコリーのつぼみと一緒に盛
りつける。

  レシピ：農村輝きネット・しんしろ

市民の皆さんからの情報をお待ちしています。イベント紹介や募集、地区の出来事など皆さんからの耳よりな話をお寄せください。

材料（４人分）
　  ブロッコリーの茎 ･･･１株（約200g）
　  豚薄切り肉 ･･･････････････････８枚
　  塩こしょう ･････････････････････少々
　  しょうゆ ･･･････････････････ 大さじ１
　   砂糖 ･･････････････････････ 大さじ１
 みりん ････････････････････ 大さじ１
 酒･････････････････････････ 大さじ２
 サラダ油 ･･････････････････ 小さじ２
 ブロッコリーのつぼみ ････････ 適量

ブロッコリー茎の

肉巻き焼き

豆 知 識

今月の

レシピ

しみんのトビラ

ブロッコリーを選ぶときは、つぼみが小さくて硬
くしまり、鮮やかな濃い緑色のもの、茎の切り口
が瑞々しく変色していないものを選びましょう。

問合せ　農業課（℡23-7632） 

問合せ 23-7623（秘書人事課）

普段は廃棄してしまう部分などを活用したエコレシピです。

世界の料理教室（ブラジル）参加者募集　
　ブラジル出身のマスコ アドリアナさん、チワタ ジェシカさんと一緒に、中南米
原産のキャッサバを使ってブラジル家庭料理を作ります。メニューは「エスコン
ジジーニョ・デ・カルネ」「キャッサバフライ」「スープ」です。（アレルギー：
チーズ、ベーコン使用）
　食を通してブラジルを知り、講師達との試食タイムなどで交流を楽しみませんか。
先着12組です。
日　時 3月16日（土）10:00～12:00
場　所 新城青年の家（新城市庭野岩本８）
費　用 国際交流協会会員1,500円、非会員2,500円。
 親子参加はお子様1名あたり＋500円
申　込 申込フォームに必要事項を記入して送信
締　切 ３月６日（水）午後５時
問合せ 新城市国際交流協会（℡23-1940） 申込フォーム▶

その他 当日、キャッサバ販売をします。
 1kg 1,000円と700円の2種類が

あります。おつりのないように
ご用意ください。
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春季新城書道展
　新城書道クラブ恒例の春の展覧会を開催します。
春らんまん、墨の香りと筆の躍動をお楽しみください。

日　時 3月29日（金）～31日（日）　
 9:00～17:00（31日は16:00まで）
場　所 新城文化会館　展示室
入場料 無料
問合せ 新城市文化協会書道クラブ　金子（℡22ー3196）

傘杉に新しい「しめ縄」
12月29日㈮

　日本でも屈指の樹高を誇る傘杉(樹高約60メートル)のしめ縄を地元有志が張り替えました。
新しいしめ縄は長さ約8メートルあり、四谷の千枚田で秋に刈られた稲ワラを使って作成しました。
　この日は、尾張地方からハイキングに訪れた子どもたちも飛び入り参加し、来年の無事を祈願しました。

鳳来寺山の行く年、来る年

　大晦日の夜に鳳来寺本堂近くにある鐘楼で、新年に向け除夜の鐘が地元有志の運営で行われました。
　さらに、鳳来寺本堂ではその場にいたみんなでカウントダウンをし、大変盛り上がる中で新年を迎えました。

まちの話題あらかると

12月31日㈰, 1月1日㈪
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令和６年成人式
1月7日㈰

　新城文化会館大ホールで成人式が行われ、360人の成人が
参加しました。式典では、思い出スライドの上映、二十歳の
灯、誓いの言葉などが行われました。式典の最後には、テーマ
「Fright」にちなんでみんなで紙飛行機を飛ばしました。

市内事業者が英国で開催されたコンテストで優秀賞を受賞
1月17日㈬
　英国のザ・リーフィーズ2023で2部門同時に優秀賞を受
賞し、鈴

すず き
木克

か つ や
也さんが市長に報告と受賞した白茶を振舞い

ました。
　白茶は、摘んだ葉を10日ほど天日干
しながら自然発酵させたもので、土地
の香りや味が出るのが特色だと説明し
ました。

新城消防祭
1月21日㈰
　桜淵公園で新城消防祭が初開催されました。消防祭は、今まで別々
に行われていた消防出初式、消防団観閲式、消防防災フェスタを一つ
にしたもので、当日は雨が降る中、多くの人が訪れました。午後には
雨も止み、はしご車搭乗体験の抽選に当たった子どもは、緊張と喜び
が入り混じった表情で、はしご車に乗り込みました。

まちの話題あらかると
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市内生徒が第36回ジュノン・スーパー
ボーイ・コンテストで特別賞
1月26日㈮

　新城市在住の安
あんざい

済桜
おうすけ

右さんが最終選考15人に残り、特別賞を受
賞した報告を市長にしました。
　支えてくれた皆さんに感謝していると伝え、モデルとして有名
ファッションショーに出演したいと語りました。

三遠南信自動車道（東栄 IC～鳳来峡 IC 間）開通に向け前進
1月27日㈯

　工事が続いている東栄IC～鳳来峡IC間に架かる７号橋が完成し、記念式典が行われました。式典には
多くの関係者が集まり、鳳来東小学校児童らが記念銘板の除幕を行いました。
　式典後、橋の渡り初めが行われ、橋からの眺望を楽しみました。
　東栄IC～鳳来峡IC間は令和７年度中の開通を目指し、今後も工事を進めていきます。

能登半島地震被災地に支援
1月1日㈪～

　能登半島地震で被害を受けた地域へ本市も支援を続けています。
1月1日の夜には、新城市消防本部5人が緊急消防援助隊として 
被災地に向かったのを皮切りに、ＤＭＡT（災害派遣医療チーム）の
派遣や資機材・物資・給水などの支援を行っています。

まちの話題あらかると


